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合があり，この際， hypoxia による障害を受けやすい脳の保護を考慮しなければならな l'o このため，
脳循環の面からの DHCPBの濯流条件の検討が必要である。そこで，本研究では， 200C DHCPB 中で
の全身濯流量と脳酸素消費量の関係を実験的に検討した。
[方法ならびに成績]
実験 I では 10頭の雑種成犬を用い，表面冷却および体外循環による中心冷却により体温を200Cまで低
下させた。以後，温度を一定に維持させたまま体外循環の濯流量をコントロールの100ml/kg/min よ




100および、60ml/kg/min に比し有意 (P<0.05) に増加したが， 60および30ml/kg/min においては100
ml/kg/min に比し有意の差を認めなかった。動脈-脳矢状静脈洞血酸素含量較差は濯流量の減量とと
-182-
もに増大し，濯流量60ml/kg//min と 30ml/kg/mín の問には有志の差 (P<O.025) を認めたが， 30ml 
/kg/min と 15ml/kg/min の問には有意の差を認めなかった。これから求めた脳酸素消費量 (ml/100
g/min) は，濯流量60 (0 .43 土 0.14 ， mean:t S D ), 30ml/kg/ min (0.44:t 0 .1 2) では100ml/kg/min 
(0 .48 ::t 0.10) と有意の差はなく， 15ml/kg/min (0.31 士 0.22) では， 100 , 60 , 30ml/kg/min に比し有
意に低下した。
炭酸ガス分圧は濯流量の減量とともに，動，静脈血では増加傾向を認めたものの有意の変化では無かっ
たが，脳矢状静脈洞血においては有意に増加した。 pH は三者共低下傾向を， base deficit は三者共増加
傾向を認めたが統計学的有意の差は認めなかった。
実験E では， 5 頭の雑種成犬を用い，実験 I と同様の方法で体温を200Cに下げた後，濯流量を100ml/
kg/minから直ちに15ml/kg/min に減量した。濯流量15ml/kg/min を60分間持続した後，再び100ml
/kg/min に増量した。この実験において，脳酸素消費量は濯流量100ml/kg/minでの0.50i:0.06ml/ 
kg/minから 15ml/kg/min における 0.23i:0.20ml/100 g / min (20分)へと有意 (P<O.OOl) に低下




ルとし， 60 , 30 , 15ml/kg/ min の三群につき実験的に検討し以下の結論を得た。
1 )脳血流量の濯流量に対する比は，濯流量15ml/kg/min において100および、60ml/kg/min に比し
有意の上昇を示したが， 60および~30ml/kg/min においては共に， 100ml/kg/ min と有意の差を認め
なかった。
2) 脳酸素消費量は濯流量100ml/kg/min から30ml/kg/min の問では有意の変化を認めなかったが，
15ml/kg/ min で、 100 ， 60 , 30ml/kg/ min に比し有意に減少した。
3 )濯流ー量15ml/kg/min で60分間濯流後100ml/kg/min に戻した場合，脳酸素消費量は前値には回
j夏しなかった。
4 )以上の結果より，脳酸素消費量よりみた場合， 200C DHCPB においては，濯流量は30ml/kg/min 
以上が望ましく， 15 ml/kg/ minでは，脳の酸素負債の発生が示唆された。
論文の審査結果の要旨
従来，新生児，乳児関心術補助手段として用いられてきた循環停止を用いる超低体温法では脳障害の
予防のために循環停止の時間に制限があった。そこで，循環停止を行わない超低体温体外循環が用いら
れるようになったが，本法においても良好な手術視野を得るためには，できるだけ低濯流量にする必要
があり，脳障害を起こさない最低濯流量(適正濯流量)を知る必要がある。しかし これについての臨
床に即した研究は未だ報告されていなかった。そこで，本研究においては，犬において体外循環を行い，
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脳酸素消費量と全身濯流量の関係、を検討した。その結果， 200C超低体温体外循環における適正濯流量は
30ml/kg/ min と判明した。超低体温体外循環に際しての脳障害の予防に役立つ価値ある研究と思われ
る。
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